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相手の立場に立ってみて
香川・丸尾　捺乃
　「どうしたのかな。いつもは待ってくれているのに…。」
塾の帰り、いつも迎えに来るはずの父の姿がありません。その時、知り合いの人が走ってきました。「お父さんがさっき事故に遭って…、命に別状はないみたいだけれど、今、病院に運ばれたから、今日は家まで送るよ。」
それを聞いて、私は手の指先が冷たくなっていくのを感じました。
　帰り道、ぐちゃぐちゃになった車を見かけました。それが父のものだと気づいた時、私は胃がキュッと縮むような気がしました。
　「もしかしたら死んだのかもしれない。」頭の中に浮かんでくる苦しい思いを、必死でもみ消しました。
　家に帰ると、妹が待っていました。「大丈夫。」と言いながら妹を寝かせていましたが、父の事が頭の中を駆け巡り、心配で心が苦しくてたまりませんでした。
　しばらくして、病院にいる母からの電話で父が無事だったと聞きました。　　安心して、血が一気に通い始めたようでした。
　事故を起こしたのは免許をとったばかりの未成年の男性でした。信号無視をしてものすごいスピードで横からぶつかったそうです。
父の車は、衝撃で横に一回転して止まりました。くだけ散ってなくなった車の窓ガラス。父がかけていたメガネや車の中にあった物は外に飛び出していましたが、父は奇跡的にむち打ちだけですみました。私は、改めて当たり前に家族と生活できていることが、どれほど幸せか知ることができました。
　それと同時に、ぶつけた男性に対して腹が立って、憎くて憎くてたまりませんでした。
　けれど父も母も「お互い生きてて良かった。怪我もなくて本当に良かった。」と何度も言うのです。「こんな大きな事故に遭わされたのに何で相手の事を心配するん。」私は信じられませんでした。
　すると父は、こう言いました。「命が重くて大切なんは相手も同じや。人を恨むのは簡単やけど何も生み出さんで。事故のすぐ後、相手のご両親が事故現場に飛んでやってきた。それから、どれだけ頭を下げて謝ってきたことか。相手にも心配する家族がいる。どんな時も、相手の立場に立って考えないかん。」
　私は、しばらくの間、相手への憎しみを消すことはできませんでした。
でも、父の言った言葉を思い出し、一度自分が事故を起こしたと考えてみることにしました。「自分は大変なことをしてしまった。どうしてあんなミスをしてしまったのか。」どうか相手の人が無事であってほしい。家族にもたくさん迷惑をかけてしまった。」事故を起こしたら、きっとこのようなことを考えると思います。
　いろいろ考えているうちに、今一番つらいのは、相手の人ではないかと思うようになりました。それと同時に憎しみでいっぱいの自分の心も、少し和らいできたように感じました。
　相手の立場に立って考えることは、本当に難しく大変なことです。でも、そうすることでしか見えてこないものがあります。「自分はこんな大変な思いをしたけれど、その時相手はどうだったんだろう。」この考えが相手を理解し、許すことへの第一歩になると思います。また、怒りに満ちた自分の心も静めるということは自分を助けることにもなります。
　私は今回の大きな出来事を生かして、これからの人生において、どんな場面でも「相手の立場に立つ」ということを大切にしていきたいと思います。
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